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マイクロメカニックスによる材料の力学的挙動の解析

JST 分類コード：HC01/HC02/AA04

理工学研究科 生産環境工学専攻

有光 隆 准教授 (工学博士) 

ARIMITSU, Yutaka, Associate Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaisys/kiriki/research.html

特徴・独自性

複合材料，コンクリートや骨などの生体材料は内部に（例えば，粒状，繊維状，気孔などの）微細構造を有してい

ます。通常は，このような材料の内部構造を無視して連続体として力学的挙動を解析しますが，（例えば，破壊

現象のように）材料の微視構造が材料特性に影響を与えるような場合には連続体近似が成り立たなくなります。

このような問題を数値的に解析する手法を研究しています。研究している計算手法が製品の設計に直接的に役

立つことはありませんが，現象の解明と理解のうえで有益な情報を得ることができます。また，研究の過程にお

いて派生する成果は工学上の問題解決の手助けになります。

上述の観点から，具体的には次のような研究をしています。

・RTM(resin transfer molding)における布地の成形

シェル状の複合材料を作成する方法に，強化繊維布を成形して樹脂を注入する RTM があります。 布は織り

方，編み方の違いにより多様な微細構造を持った材料になります。

・マイクロポーラ材料の位相形態最適化  

引張りと曲げで異なる材料特性を持つ材料（マイクロポーラ材料）では，最適な構造が古典弾性論に 従う材料

とは異なります。

キーワード

マイクロメカニックス、 複合材料、 有限要素法、

共同研究者

曽我部 雄次 教授（大学院理工学研究科 生産環境工学専攻）

呉 志強 講師（大学院理工学研究科 生産環境工学専攻）

論文

Y. Arimitsu et al., “Optimum structures of micropolar materials depending on elastic constants”

Engineering Optimization IV - Proceedings of the 4th International Conference on Engineering Optimization, 

ENGOPT 2014, 841 (2014).

Y. Arimitsu et al., “Inter-fiber sliding in fabric shaping process”

Advanced Composite Materials, 12 23 (2003). 

所属学会

日本機械学会、 日本材料学会、 日本複合材料学会、 日本工学教育協会



ME-2

人体に基づく可変弾性メカニズムと二足歩行ロボット

JST 分類コード：IB03/IC04/IB02

理工学研究科 生産環境工学専攻

李 在勲 准教授 (工学博士) 

LEE, Jaehoon, Associate Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaisys/robins

特徴・独自性

従来のロボットは、人工知能やセンサ、アクチュエータなどのような関連技術の発展にも関わらず、その動作が

人間と比べて硬く、衝突緩和機能が欠如しています。本テーマでは、人体の特徴をロボットメカニズムに適用し、

柔軟性を持たせる方法を研究します。まず、その中心要素となる弾性調節機構を持つ新しい駆動機を開発しま

す。また、可変弾性駆動機を人体の筋骨格構造に基づく柔軟なロボットメカニズムに適用するための設計及び

制御手法について研究します。これらの応用例として，脚メカニズムを設計しロボットの着地動作と歩行運動の

生成に適用します。理論的な考察と共に、運動モデルを用いた計算機シミュレーションと実機実験を通して、柔

軟性の役割を統合的に検討します。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

本テーマの可変弾性メカニズム設計および制御技術は、人間との安全な相互作用が要求されるサービスロボッ

トの開発や，弾性の調整が必要な様々な産業機械および福祉機器に応用可能です。

キーワード

可変弾性駆動機、 柔軟ロボット、 歩行ロボット、 筋骨格構造メカニズム

関連情報

論文

T. YANO, J. LEE, S. OKAMOTO, “Development of Biped Walking Robot with Antagonistic Actuation,”

International Journal of Mechanical Engineering and Robotics Research, 5(3), 196-201 (2016)

J. LEE et al., “Development and Motion Control of a Biped Walking Robot Based on Passive Walking Theory,”

Artificial Life and Robotics, 19(1), 68-75 (2014)



ME-3

スマートホンの加速度センサを用いた小河川の流速測定法

JST 分類コード：BC01/LE01/QD01

理工学研究科 生産環境工学専攻

岩本 幸治 講師 （博士（工学））

ＩＷＡＭＯＴＯ, Yukiharu, Senior Assistant Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaiene/ryutai/index.html

特徴・独自性

河川などの流れに棒状の障害物差し込むと、そこから放出される渦によって障害物が振動します。その振動数

は流れの速さに比例することが知られています。この振動をスマートホンに内蔵している加速度センサで検出し

て、周波数解析、流速への変換、データ送信までを行う装置を開発しています。治水や発電に必要なデータにな

りうることから、河川の流速測定は密に行われるべきです。ですがコストがかかりすぎるため、限定的な測定し

か行われていません。本装置であれば低コストに密な流速測定データが得られます。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

治水や小水力発電のフィージビリティスタディを行う上で、本装置による測定の有効性は高いと考えられます。

実験室内での装置利用の様子 スマートホンアプリの外観

キーワード

流速測定、 渦、 スマートホン、 周波数解析

関連情報

論文

岩本 幸治, 三宅 正紘, 十河 基介, 保田 和則, 「片端単純支持体の流力振動を利用した流速測定のための

予備的実験」, 日本流体力学会年会 2014 公演論文集, (2014), 235.



ME-4

静的問題・振動問題における形状最適設計に関する研究

JST 分類コード：HC01/HD02/ QG03

理工学研究科 生産環境工学専攻

呉 志強 講師 (博士（工学）) 

WU, Zhiqiang, Senior Assistant Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaisys/kiriki/member.html

特徴・独自性

機械の高速化や軽量化により発生するさまざまな問題を解決するために、数値解析より最適設計を行います。

まず対象の使用状況を有限要素法でモデル化し、数値シミュレーションを行います。そしてその問題に適した最

適化の手法を適用し、強度、剛性、軽量化、固有振動数の変更、振動レベルの低減などの最適化を行います。

この手法では、部品・構造に必要な機能を果たすことができるだけでなく、設計・開発のコストの低減や期間の短

縮にもつながります。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

構造の軽量化、高速回転体の振動問題を解決するために使用可能です。

キーワード

剛性、強度、軽量化、固有振動数、振動抑制、応力解析

共同研究者

曽我部雄次 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

論文

呉志強ら，「比例粘性減衰を考慮した周波数応答問題における領域最適化解析」，日本機械学会論文集（C

編），72，719（1998）



ME-5

パルス電流局所加熱を用いた CFRP のせん断加工法

JST 分類コード：HC01/HC04/QA01

理工学研究科 生産環境工学専攻

黄木 景二 教授 （博士(工学)）

OGI, Keiji, Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaisei/zairiki/kogi/kogi-j.htm

特徴・独自性

パルス電流を用いて炭素繊維強化プラスチック（CFRP）をせん断加工する技術の開発を行なっている。CFRP ワ

ークに数 kA のパルス電流を複数回通電し、発生したジュール熱により、切断したい部分を局所加熱した後、刃

でせん断切断する。本技術では、せん断加工であり高速な加工が可能である、ワーク全体を加熱する必要がな

いため、熱ダレの防止ができる、ワークの軟化により工具寿命が延長できる、などの効果が期待できる。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

パルス通電とせん断加工工程の自動化を図ることにより、自動車・一般産業用途への応用が可能である。

    

キーワード

CFRP、 せん断加工、 パルス電流

共同研究者

門脇 一則 教授（大学院理工学研究科 電気電子工学専攻）

尾﨑 良太郎 准教授（大学院理工学研究科 電気電子工学専攻）

論文

大電流パルス印加時の CFRP の抵抗変化及びジュール加熱特性 [日本複合材料学会誌, 42(6) (2016), 

171-184]

所属学会

日本機械学会，日本複合材料学会，日本材料学会，日本航空宇宙学会



ME-6

人工知能，ロボティクス・メカトロニクス，振動・制御，バイオメカニクス，実験・計算力学，有限要素

解析，分子動力学解析，炭素繊維のナノ構造解析，CFRP の応用技術，圧力容器の設計開発

JST 分類コード：JE08/IC04/GA05

理工学研究科 生産環境工学専攻 機械工学コース

岡本 伸吾 教授 (工学博士) 

OKAMOTO, Shingo, Professor

http://kenqweb.office.ehime-u.ac.jp/Profiles/0009/0002042/profile.html

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaisys/robins/index.html

http://researchmap.jp/read0191702

特徴・独自性

人工知能，ロボティクス・メカトロニクスおよびバイオメカニクスをはじめ，工学および医学分野など全般にわたっ

て研究を行っている．

主な内容を次に示す．

１．人工知能（ディープ・ラーニング，遺伝的アルゴリズム，ファジー制御など）の活用

２．ドローン（無人機）を使用した自動運転システム，筋電義手，歩行ロボットなど

３．計測自動制御システム（医療機器など）の開発

４．有限要素法を用いた力学解析

５．分子動力学法を用いた炭素繊維のナノ構造解析

６．実験力学

７．CFRP (炭素繊維強化樹脂) を用いた複合容器の開発

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

下記の内容に関するに関する共同研究を希望される方は，随時，相談を受け付けています．

(1) 人工知能（ディープ・ラーニング）の医療分野および産業分野での活用

(2) CAE（有限要素解析）

キーワード

人工知能，ディープ・ラーニング，ロボティクス，メカトロニクス，バイオメカニクス，振動・制御，有限要素解析，分

子動力学解析，CFRP，圧力容器

共同研究者

多くの分野の人と共同研究を実施しています．

関連情報

論文

http://researchmap.jp/read0191702

http://kenqweb.office.ehime-u.ac.jp/Profiles/0009/0002042/theses1.html 新：2016-12-15



ME-7

人にやさしい知能機械、福祉工学、制御工学

JST 分類コード：****/****/****

理工学研究科 生産環境工学専攻

柴田 論 教授 (工学博士) 

SHIBATA, Satoru, Professor

http://www.control.me.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

人間と共存する知能機械が，人間にとって身近で安心でき，肉体的な負担がないものであるために必要な特性

について，人間の特性を解析することに基づき明らかにしています．また，知能機械が直感的に分かりやすく使

いやすいインタフェースを有するものであるための基礎的な研究を行っています．さらに，空気圧サーボ系の高

機能化，重度肢体不自由者のための視線入力インタフェースの改善，障がいを有する人のための電動車椅子

操作システム，変形性膝関節症のためのサポータ開発の研究を行っています．

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

福祉産業などにおいて、肢体不自由者や高齢者などにとってのマンマシンインタフェースを、肉体的・心理的に

望ましいシステムとすることが可能です。また、高性能な画像処理技術、ニューラルネットワークなどの人工知能

の知見を有し、それらの応用技術を要する認識装置の構築が可能です。さらに、空気圧サーボ系の高機能化に

関する知見は、従来のオンオフ制御ではない位置決め制御に応用でき、あらゆる産業・業種のオートメーション

化に有効です。

キーワード

マンマシンインタフェース、 人工知能、 画像処理、 ソフトアクチュエータ、空気圧サーボ

共同研究者

山本 智規 准教授（社会共創学部）

呉 志強 講師（大学院工学研究科生産環境工学専攻）

穆 盛林 助教（大学院工学研究科生産環境工学専攻）

関連情報

論文

柴田論、呉志強、山本智規、「パーティクルフィルタとニューラルネットワークを用いた視線方向推定に関する一

構成法、産業応用工学会論文誌、Vol.5, pp.25-33, 2017



ME-8

柴田論、山本智規、呉志強、「電動カートのエレベータ進入操作支援に関する基礎的研究」、産業応用工学会論

文誌、Vol.5, pp.18-24, 2017

Satoru Shibata, Tomonori Yamamoto, and Zhiqiang Wu, A System Reducing Pressure of Buttock while Seating 

Using Pneumatic Actuators, International Journal on Smart Material and Mechatronics, Vol.2, No.2, pp.215-219, 

2016

Zhiqiang Wu, Yutaka Arimitsu, Yuuji Sogabe and Satoru Shibata, A Study on Developing Percussion Instrument 

with Tobe Pottery, International Journal on Smart Material and Mechatronics, Vol.3, No.2, pp.201-206, 2016

Zhiqiang WU, Tomonori YAMAMOTO, Rafiuddin SYAM and Satoru SHIBATA, Fundamental approach on orthotic 

device for patients with osteoarthritis of knee considering screw home movement, Journal of Biomechanical 

Science and Engineering, Vol.11, No.4, 2016

柴田論、呉志強、山本智規、李在勲 「立ち上がり支援機能を有する移動ロボットのための立ち上がり動作の数

理モデル化」ライフサポート Vol.28, No.3, pp.85-89, 2016

Satoru Shibata, Tomonori Yamamoto, and Zhiqiang Wu, Kansei Behavior of Robots Following Instruction of 

Human」, International Journal on Smart Material and Mechatronics, Vol.2, No.2, pp.121-125, 2015

柴田論、山本智規 「視線入力を用いた移動ロボットからの環境情報取得」ライフサポート Vol.27, No.4, 

pp.143-147, 2015

山本智規、柴田論 「フリック動作による移動ロボットの操作(ニューラルネットワークを用いた動作モードの切り

替え)」日本機械学会論文集 Vol.85, No.829, 2015

山本智規、柴田論 「減速・停止による移動ロボットの人間との衝突回避」日本福祉工学会誌 Vol.17, No.2, 

10-16, 2015



ME-9

保型 L-関数の解析的性質とその応用

JST 分類コード：****/****/****

理工学研究科 生産環境工学専攻 機械工学コース

宗野 惠樹 講師 (数理科学博士)

SONO Keiju, Senior Assistant Professor

特徴・独自性

リーマンゼータ関数やディリクレ L-関数などの一般に保型 L-関数とよばれるクラスの関数の解析的性質を研究

しています。具体的には、このような関数の零点がどこにあるか、関数の大きさの平均がどの程度になるかなど

の問題を研究対象としています。近年ではランダム行列理論に基づく L 関数の考察が注目されており、量子カオ

スなどの物理的な諸問題との結びつきも指摘されています。研究では主に複素関数論、関数解析、微分方程式

などの解析的手法を手広く利用しています。

産業連携の可能性（想定される用途・業界）

現在の研究を直接的に産業に結びつけることはやや困難であると考えられます。

キーワード

リーマン予想、ゼータ関数、L-関数、素数分布

関連情報

論文

“Moments of the products of quadratic twists of automorphic L-functions”, Manuscripta Mathematica 150 

(2016), No. 3-4, 547-569



ME-10

特殊加工を利用した（ダイヤモンド、CNT、SiC などの）高速形成法の開発

JST 分類コード：QC04/WC07/WC08

理工学研究科 生産環境工学専攻 機械工学コース

豊田 洋通 教授 (博士（工学）)

TOYOTA, Hiromichi, Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaisei/tokusyu/-homepage-top.html

特徴・独自性

特殊加工学が専門で研究を行っています。2002 年には，液中プラズマを発明し，利用技術研究として，愛媛大

学工学部，理学部，農学部，総合科学研究支援センターの協力によって，プロジェクト研究を発足させました。本

プロジェクトでは，ダイヤモンドなどの高速低温形成プロセス技術開発を担当しており，半導体の高速合成を目

的とした研究開発を進めています。液中プラズマによる表面処理は愛媛大学で生まれた新しい技術で，その可

能性は国内外で非常に高く評価されています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

液中プラズマ技術は、当大学で開発された国際特許であり，本技術の有効性は特に高いと考えられます。

キーワード

液中プラズマ，ダイヤモンド，シリコンカーバイド，ダイヤモンド状膜，カーボンナノチューブ

共同研究者

朱 霞 准教授（理工学研究科 生産環境工学専攻 機械工学コース）

関連情報



ME-11

特許

特許 4930918 ダイヤモンド製造方法 国立大学法人愛媛大学 他 2012 年 05 月 16 日 特願

2006-340327 2006 年 12 月 18 日 C01B 31/06

特許 4674304 カーボンナノチューブの製法方法および製造装置 国立大学法人愛媛大学 2011

年 04 月 20 日 特願 2005-514423 2004 年 09 月 27 日 C01B 31/02

特許 4370378 多孔質膜およびその生成装置と生成方法 国立大学法人愛媛大学 2009 年 11 月

25 日 特願 2004-045546 2004 年 02 月 23 日 C23C 26/00

特許 3769625 液中プラズマ発生装置および液中プラズマ発生方法 国立大学法人愛媛大学 2006

年 04 月 26 日 特願 2004-368829 2004 年 12 月 21 日 H05H 1/24

特許 3624239 液中プラズマ発生装置、薄膜形成方法およびシリコンカーバイト膜 株式会社テクノネットワ

ーク四国 2005 年 03 月 02 日 特願 2002-313979 2002 年 10 月 29 日 H05H 1/24

特許 3624238 プラズマを発生させる方法およびプラズマ発生装置 株式会社テクノネットワーク四国

2005 年 03 月 02 日 特願 2002-098193 2002 年 04 月 01 日 H05H 1/24

論文

Hiromichi Toyota, Shinfuku nomura, Shinobu Mukasa, “A practical electrode for microwave plasma processes”, 

International Journal of Materials Science and Applications, Vol. 2, pp. 83-88 (May 2013)

H. Toyota, S. Nomura, S. Mukasa, H. Yamashita, T. Shimo, S. Okuda, “A consideration of ternary C-H-O diagram 

for diamond deposition using microwave in-liquid and gas phase plasma”, Diamond and Related Materials, Vol. 20, 

pp. 1255-1258 (July 2011)

H. Toyota, S. Nomura, S. Mukasa, Y. Takahashi and S. Okuda, “Diamond synthesis by plasma chemical vapor 

deposition in liquid and gas”, Diamond and Related Materials, Vol. 19, pp. 418-422 (May 2010)

H.Toyota, S.Nomura, Y.Takahashi, S.Mukasa, “Submerged synthesis of diamond in liquid alcohol plasma, Diamond 

and Related Materials”, Vol. 17, pp. 1902-1904 (November 2008)

Shinfuku Nomura and Hiromichi Toyota, “Sonoplasma generated by a combination of ultrasonic waves and 

microwave irradiation”, Applied Physics Letters, Vol. 83, No. 22, pp. 4503-4505 (December 2003)

所属学会

精密工学会，日本機械学会，日本伝熱学会，ニューダイヤモンドフォーラム
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プラズマ CVD 法を用いた硬質炭素薄膜の成形と膜の密着性評価

JST 分類コード：HC01/ HC03/ QC04

理工学研究科 生産環境工学専攻

朱 霞 准教授 (工学博士) 

ZHU, Xia, Associate Professor

http://kenqweb.office.ehime-u.ac.jp/yoran/index.asp

特徴・独自性

プラズマ CVD 法を用いた薄膜の成形プロセス並びに実装稼働中における膜の変形・剥離破壊挙動を実験的及

び解析的に明らかにし，膜ミクロ構造制御およびマクロ構造設計により薄膜の密着性の改善を行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

高硬度や，高耐摩耗性，低摩擦係数などの機能性を有する膜の成形，表面改質

キーワード

プラズマ CVD 法、硬質炭素薄膜、シミュレーション解析

共同研究者

豊田 洋通 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

論文

Xia Zhu, et al. “Deposition of a Diamond-like-carbon Film by Ion Plating and Investigation on Its Adhesiveness”, 

Key Engineering Materials，1(2017).

所属学会

図１ダイヤモンド薄膜
図 2 薄膜とステンレス基板の界面に

生じた厚さ方向の応力分布図
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水素や炭化水素燃料の高度有効利用燃焼技術および安全利用技術

JST 分類コード：PB01/XE04/QK07

理工学研究科 生産環境工学専攻 機械工学講座

中原 真也 教授 (工学博士) 

NAKAHARA, Masaya, Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaiene/netu/top_j.htm

特徴・独自性

次世代燃料の水素、または限りある炭素系資源に対して、燃焼効率向上などによる高度有効利用燃焼技術ま

たは燃焼抑制による安全利用技術を開発する観点から、主に次の研究を実施しています。特に、燃焼場におけ

る混合気を構成する各成分の分子拡散特性の重要性に着目し、燃焼を制御する技術を提案しています。

（１）「局所火炎燃焼特性に着目した水素－炭化水素混合気の乱流燃焼制御技術」

近年、水素や天然ガス並びにこれらの混合燃料など多種多様な燃料が注目されています。本研究は、この

ように様々な混合気に適用可能な汎用的な乱流燃焼モデルや燃焼制御技術を開発しています。

（２）「微小な火炎の燃焼促進技術」

さらなる環境負荷低減化が求められている燃焼機器では例えば超希薄な乱流場で、さらには高性能な

PowerMEMS 用マイクロ燃焼器では、確実な着火や安定な燃焼が求められています。本研究では、安定な燃

焼には不可欠な点火直後の微小な火炎の燃焼促進手法を開発しています。

（３）「水素爆発・爆ごう防止技術」

本研究では、水素社会に潜在化する水素火災や爆燃事故、さらに甚大な被害をもたらす爆ごうへの遷移の

防止技術を開発しています。

（４）「小型ハイブリッド・ロケットシステム」

本研究では、安全で教材用などとしても利用可能なハイブリッド・ロケットを、さらには本ロケットを用いた教育

システムを開発しています。

            

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

本技術は、次のような業界などで特に有効であると考えられます。

・水素や炭化水素またはその混合燃料を用いた、さらには超希薄や高 EGR などの多種多様な燃料や燃焼を対

象としたエンジン、ボイラーやガスタービンなどの燃焼機器の開発企業など

・水素ステーションや燃料電池自動車製造などの企業、および副生水素を製造する石油精製所など、水素を多

量に消費する製鉄所や化学プラントなどの水素製造・輸送・利用関連の企業など。

・発電所や原子力発電所などで水素爆発防止技術を開発する企業など。

・学校用教材メーカなど

キーワード

水素燃焼、着火促進／抑制、乱流燃焼促進／抑制、乱流燃焼モデル(爆燃予測モデル)、酸素富化燃焼、微小

空間での燃焼、爆発・爆ごう防止技術、天然ガス等の炭化水素燃料の燃焼、ロケット教材、金属・高分子に関す
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る燃焼、ハイブリッド･ロケット、ロケットモータ、推進薬の燃焼、木質バイオマスの燃焼、高速度画像撮影、水素

安全利用、燃焼工学、熱工学

関連情報

論文

中原真也ら，「水素-プロパン-空気希薄混合気の乱流燃焼速度に与える局所燃焼速度特性の影響」

日本機械学会論文集，81(822), 1(2015)

M. NAKAHARA et al., “Effect of Dilution Gas on Burning Velocity of Hydrogen-Premixed Meso-scale Spherical 

Laminar Flames”

Proceedings of the Combustion Institute, 35, 639(2015)

阿部文明ら, 「木質バイオマスの二段階燃焼法に関する研究」

日本機械学会論文集，80(820), 1(2014)

中原真也ら，「水素-酸素-アルゴン理論混合気の乱流燃焼速度に与える局所燃焼速度特性の影響」

日本機械学会論文集，79(804), 1675(2013)

中原真也ら，「トンネル状空間を伝ぱする水素予混合火炎の基礎燃焼特性に関する実験的検討」

水素エネルギーシステム, 32(3), 24(2007)

所属学会

日本機械学会、日本燃焼学会、自動車技術会、日本伝熱学会、日本航空宇宙学会、AIAA(米国航空宇宙学会)



ME-15

サステェナブルエネルギ利用技術に関する研究

JST 分類コード：PA02/LA01/BJ02

理工学研究科 生産環境工学専攻

野村 信福 博士(工学) 

NOMURA, Shinfuku，Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaiene/netubutu/index.html

特徴・独自性

本研究の目的は，持続可能なエネルギー社会を構築することを目指し，廃棄物や廃棄物エネルギーを生

産の資源として利用し，地球環境に与えるダーメジをゼロにするゼロエミッションプロセスを提案する

ことです。このため，液中プラズマという技術を使って，燃料ガスの生成，太陽電池・燃料電池用新材

料の開発研究を行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

伝熱機器，材料合成，エネルギー関連企業など

キーワード

プラズマ，材料合成，バイオマス，水素，伝熱促進

共同研究者

向笠 忍 准教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

特許

特許第 3624238 号，特許第 3624239 号，特許第 4446030 号，特許第 4560606 号，特許第 4452775 号，他 20

件

論文

Shinfuku Nomura, et al “Decomposition of cellulose by ultrasonic welding in water”, Japanese Journal of Applied 

Physics, Vol. 55, pp. 07KE02(2016). 

K. TANGE, S. NOMURA et al, “Effect of Pretreatment by Sulfuric Acid on Cellulose Decomposition Using the 

In-Liquid Plasma Method", Journal of the Japan Institute of Energy, Vol. 95, pp. 1105-1109（2016)

所属学会

日本機械学会，日本伝熱学会，日本混相流学会，日本音響学会

液中プラズマ利用で目指す“ものづくり”の姿
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渦電流を用いた炭素繊維複合材料の非破壊検査

JST 分類コード：HC01/HC04/NA01

理工学研究科・助教

水上孝一

MIZUKAMI, Koichi, Assistant Professor

特徴・独自性

航空機，自動車などの構造材料として適用が拡大している炭素繊維強化プラスチック(CFRP)の損傷，不良など

を検出するための非破壊検査法について研究を行っています。特に，電磁誘導を利用して CFRP に渦電流を発

生させ，内部構造を探る渦電流探傷試験という手法について研究をしています。渦電流探傷試験では，材料を

非接触かつ比較的短時間で検査できる利点を有しています．CFRP に発生する損傷である層間はく離の検出や，

成形時に発生する繊維のうねりなどの可視化が可能な渦電流探傷試験法を開発しています。

図１．渦電流探傷試験装置 図２．繊維うねりの可視化像

キーワード

複合材料，非破壊検査，磁界計測

論文

Koichi MIZUKAMI et al., “Visualization and size estimation of fiber waviness in multidirectional CFRP laminates 

using eddy current imaging”, Composites: Part A, Vol. 90, pp. 261-270, (2016).

Koichi MIZUKAMI et al., “Detection of in-plane fiber waviness in cross-ply CFRP laminates using layer 

selectable eddy current method”, Composites: Part A, Vol. 82, pp. 108-118, (2016).
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高圧下高密度媒体中での放電利用とプラズマ計測技術に関する研究

JST 分類コード：****/****/****

理工学研究科 生産環境工学専攻

向笠 忍 准教授 (工学博士)

MUKASA, Shinobu, Associate Professor

http://me.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

液体中での放電現象は，高効率かつ選択的な反応が得られるため，物質生成や有害物の分解，さらには医療

やエネルギー・資源分野など応用範囲は広がっています。私が着目しているのは，超大気圧下での液体中放電

であり，これまでの液体中放電では起こりえなかった反応の探査を，理論と実験を通じて行っています。さらに，

放電によって生じるプラズマの温度や密度などの計測技術の開発を行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

物質生成の一つとして多様な金属素材を使ったナノ粒子の合成が挙げられます。また，海洋分野への利用が期

待できます。例えば，深海下での人工物の建造や漁業関連にも有効であると考えられます。さらには放電と計

測技術を組み合わせることで海底資源探査などへの利用も考えられます。

                   

図 1 スズナノ粒子               図 2 5 気圧下での高周波放電      図 3 気泡と Hα 発光分布の同時計測

キーワード

液体中放電，高圧力，プラズマ診断，ナノ粒子

共同研究者

野村 信福 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

特許
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論文

S. Mukasa et al., “Internal conditions of a bubble containing radio-frequency plasma in water”, Plasma Sources 

Science and Technology, 20, 034020 (2011).

S. Mukasa et al., “Growth of bubbles containing plasma in water by high-frequency irradiation”, International 

Journal of Heat and Mass Transfer, 53, 3067–3074 (2010).

S. Mukasa et al., “Temperature distributions of radio-frequency plasma in water by spectroscopic analysis”, 

Journal of Applied Physics, 106, 113302 (2009).

所属学会

日本機械学会，日本伝熱学会，日本混相流学会，応用物理学会
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超音波モータの知的制御に関する研究

JST 分類コード：IA01/IC02/IC04

理工学研究科 生産環境工学専攻 機械工学講座

穆 盛林 助教 博士(工学) 

MU, Sheng Lin, Assistant Professor

特徴・独自性

(1) 超音波モータの知的制御に関する研究とその応用

  超音波モータ(Ultrasonic Motor: USM)は摩擦力で駆動され，低速，高トルクと電磁両立性がよいなどの優れた

特性を持つアクチュエーターである。そのため超音波モータは産業界，特に，医療・福祉分野に幅広く応用され

ることが期待されている。しかし，超音波モータの摩擦力駆動による非線形性と，温度や湿度などの環境変化に

よる特性変化を合わせ持っているため，超音波モータの制御が困難という問題点がある。

  そこで，私の研究では知的制御手法の導入を提案し，超音波モータの高精度制御に成功した。具体的には，

知的制御手法（ニューラルネットワーク：Neural Network, 粒子群アルゴリズム：Particle Swarm Optimization など）

を最適化手法として導入し，可変ゲイン PID 制御／IMC－PID 制御を構築した。提案した手法を用いれば，超音

波モータの特性変化を補償することができ，実機実験における高速かつ高精度の制御ができることを検証した。

さらには，知的制御手法を取り入れた，最適化アルゴリズムの応用と改良も行った。その結果，アルゴリズムを

適切に設定することにより，制御器の性能が向上することを明らかにした。

  上肢障害者を介助する食事支援ロボットの開発に関する研究も行ってきた。前述の研究超音波モータを導入

することによって食事支援ロボットの高精度，静粛，安定な動作を実現し，実用性が向上した。さらに，

Eye-interface などの手法を応用することにより，上肢障害者が直観的なロボット操作が可能になり，スムーズな

食事支援ができるようになった。

(2) 高齢者見守りシステムの開発

近年，日本の高齢化問題が深刻になっている。中でも高齢者の介護と支援が重要な社会問題の一つとして注

目されている。私の研究はセンシング技術を用いて，高齢者の動作と状態検知を行い，事故の判断と対応でき

るシステムを開発することである。提案した手法では，超音波センサや輝度分布センサなどを使用し，高齢者の

動きを検知することによって，生活状況の把握を可能にした。これまで，トイレのような転倒などの事故率が高い

環境で，対象人物の動作検知が可能なことを確認できている。開発したシステムは，安価で，設置コストが低く

大変有用性があるにも関わらず，プライバシーを侵害しないという利点がある。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

医療福祉機器、ロボット、高齢者見守りシステムの開発

キーワード

計測・制御技術、知的制御、支援ロボット
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共同研究者

愛媛大学 理工学研究科          柴田 論   教授

愛媛大学 理工学研究科          山本 智規 准教授

明治大学 理工学部電気電子生命学科 田中 幹也 教授

山口大学 理工学研究科          中島 翔太 講師

関連情報

特許

論文

(1) REAL-TIME PID CONTROLLER USING NEURAL NETWORK COMBINED WITH PSO
FOR ULTRASONIC MOTOR
Shenglin MU, Kanya TANAKA, Shota NAKASHIMA, Djoewahir ALRIJADJIS
ICIC EXPRESS LETTERS, VOL. 8, NO. 11, (2014) pp. 2993-2999. 

(2)  MULTI-SPHERE DETECTION METHOD USING ONE-DIMENSIONAL HISTOGRAM 
AND POLYTOPE METHOD
Shota NAKASHIMA, Hiroyuki NAKAMOTO, Shenglin MU, Yuhki KITAZONO, Huimin 
LU, and Kanya TANAKA
ICIC EXPRESS LETTERS, VOL. 8, NO. 11, (2014) pp. 2985-2991. 

(3)  MEAL ASSISTANCE ROBOT USING ULTRASONIC MOTOR WITH EYE INTERFACE
Kanya TANAKA, Shenglin MU, and Shota NAKASHIMA
INTERNATIONAL JOURNAL OF AUTOMATION TECHNOLOGY, VOL. 8, NO 2, (2014
) pp. 186-192.

(4)  HUMAN SHAPE DETECTION BASED ON ONE-DIMENSIONAL BRIGHTNESS DIST
RIBUTION SENSOR
Shota NAKASHIMA, Shenglin MU, Kanya TANAKA, Yuhki KITAZONO, and Kazuo H
ARUYAMA
INFORMATION, VOL. 17, NO. 2, (2014) pp. 567-575.

(5)  車椅子と人物の識別が可能なマットセンサシステム開発

中島翔太，春山和男，北園優希，陸慧敏，田中幹也，穆盛林，芹川聖一

ライフサポート学会誌, VOL. 25, NO. 2, (2013) pp.50-55.
(6)  INTELLIGENT PID CONTROLLER USING MODIFIED PSO ALGORITHM FOR ULT

RASONIC MOTOR
Djoewahir ALRIJADJIS, Kanya TANAKA, Shota NAKASHIMA, and Shenglin MU
JOURNAL OF THE INSTITUTE OF INDUSTRIAL APPLICATIONS ENGINEERS, VO
L. 1, NO. 1, (2013) pp. 22-28.

(7)  POSITION CONTROL OF ULTRASONIC MOTOR USING PID-IMC COMBINED WIT
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H NEURAL NETWORK BASED ON PROBABILITY
Shenglin MU, Kanya TANAKA
INTERNATIONAL JOURNAL OF APPLIED ELECTROMAGNETICS AND MECHANIC
S, VOL. 41, ISSUE 1, (2013) pp. 59-71.

(8) A MODIFIED PARTICLE SWARM OPTIMIZATION WITH NONLINEAR DECREASING
INERTIA WEIGHT BASED PID CONTROLLER FOR ULTRASONIC MOTOR

Djoewahir ALRIJADJIS, Kanya TANAKA, and Shenglin MU
INTERNATIONAL JOURNAL OF INNOVATION MANAGEMENT AND TECHNOLOGY,
VOL. 3, NO 3, (2012) pp. 198-201.

(9) INTELLIGENT IMC-PID CONTROL USING PSO FOR ULTRASONIC MOTOR
Shenglin MU, Kanya TANAKA
INTERNATIONAL JOURNAL OF ENGINEERING INNOVATION AND MANAGEMENT,

VOL. 1, ISSUE 1, (2011) pp. 69-76.
(10) MEAL ASSISTANCE ROBOT WITH ULTRASONIC MOTORS

Kanya TANAKA, Yasuhiro KODANI, Masato OKA, Yuki NISHIMURA, Faridah Abd RA
HMAN and Shenglin MU
INTERNATIONAL JOURNAL OF APPLIED ELECTROMAGNETICS AND MECHANIC
S, VOL. 36, (2011) pp. 177-181.

(11) 超音波モータの可変ゲイン型知的PID制御

田中幹也，吉村淑恵，若佐裕治，明石卓也，岡正人，穆盛林

日本 AEM 学会誌，VOL. 17, NO. 3, (2009) pp. 501-507.

所属学会

IEEE 学会

電気学会（IEEJ）

計測自動制御学会（SICE）

産業応用工学会（IIAE）

ライフサポート学会（LSE）
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流体力学を用いた，エンジニアリングにおける課題の解決支援

JST 分類コード：QA01/XD02/BC01

理工学研究科 生産環境工学専攻

保田 和則 教授 (博士(工学))

YASUDA, Kazunori, Professor

http://www.me.ehime-u.ac.jp/labo/kikaiene/ryutai/

特徴・独自性

流体力学関連について幅広く扱い，流れの数値シミュレーションも行います。特に，プラスチック成形加工で用い

る金型内で見られる高分子流体などの非ニュートン流体の流動解析を実験あるいは数値シミュレーションで行え

ることが大きな特徴です。また，セルロースナノファイバー分散流体や高分子流体に対して，流路内の流れにお

けるファイバーや高分子の配向状態を光学実験により測定することも可能です。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

(1) 数値シミュレーションソフトを用いた流れ解析全般。

(2) 流体力学に関する全般の課題。

(3) 数値シミュレーションソフトを用いた，プラスチック成形加工を想定し

た金型内における高分子流体の流れ解析（図１参照）。

(4) 繊維強化複合材料の成形加工において，流れによって生じる繊維

配向の実験的解析および数値シミュレーション。

(5) 複雑な形状の流路を３Ｄプリンターによって製作し（図２参照），それ

を用いた実験的流動解析（例：血管内の血液流れ）。

(6) 高分子流体あるいはセルロースナノファイバー分散流体の流動に

よる高分子あるいはファイバーの配向測定（図３参照）。

(7) 生体内の流れの数値シミュレーション（図４参照）。

図 1 金型内の急拡大部における

高分子流体の流れの数値シミュ

レーション（速度分布）。

図２ 実際の血管の詰まりを

画像計測して得られた画像

から作った３Ｄモデル。

図４ 血管内の流れを数値シミュレ

ーションし，血管が破裂しやすい箇

所（赤い部分）を可視化した。

図３ 金型内における高分子流体の流れ

中における高分子の配向測定。赤：高い

配向度，青：低い配向度を示す。
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キーワード

プラスチック成形加工， 流体解析， 繊維強化複合材料の成形加工， 粘弾性流体， 数値シミュレーション，

生体内流れ

関連情報

論文

(1) F. Seike et al., “Correlation Between Quantitative Angiography-Derived Translesional Pressure and
Fractional Flow Reserve” [The American Journal of Cardiology, 118(8) 2016, pp.1158-1163]

(2) T. Sato, “Effect of Cross-Sectional Aspect Ratio on Flow-Induced Orientation of a Polymer Solution 
in Planar Channels with an Abrupt Expansion” [Nihon Reoroji Gakkaishi (Journal of the 
Society of Rheology, Japan), 44(2) 2016, pp.109-116]

(3) 佐藤ほか「平面急拡大流路における高分子水溶液の流動誘起配向状態の変化」[日本機械学会論文集, 
81(23) 2015, 14-00446]

(4) K. Yasuda et al., “Flow visualization and velocity measurement in a small-scale open channel using an 
electron microscope” [Measurement Science and Technology, 24(2) 2013, 027004]
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数理物理に現れる偏微分方程式に関する研究

JST 分類コード：AB05

理工学研究科 生産環境工学専攻

若杉 勇太 講師（博士（理学））

WAKASUGI, Yuta , Lecturer 

特徴・独自性

波動方程式，シュレディンガー方程式やナヴィエ・ストークス方程式など，数理物理に現れる偏微分方程式につ

いて，数値計算のための数学的基礎となる初期値問題の適切性（解の存在・一意性・初期値連続依存性）およ

び，解の漸近挙動などの性質の研究を行っています．

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

産業に直接結びつくような研究ではありませんが，広く物理学，工学，生物学などに現れる微分方程式に対し数

学的な基礎理論を与える部分で貢献できると思います．

キーワード

波動方程式，消散型波動方程式，シュレディンガー方程式，ナヴィエ・ストークス方程式，適切性，漸近挙動

論文

K. Nishihara and Y. Wakasugi, Global existence of solutions for a weakly coupled system of semilinear damped 

wave equations, J. Differential Equations 259 (2015), 4172—4201.

所属学会

日本数学会（函数方程式論分科会）
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潮流や海流などの水流発電を目的として水流エネルギーの取得効率を格段に

高めることができる水車用の増速装置

JST 分類コード：QD02/QE05/LB03

理工学研究科 生産環境工学専攻

井内 國光 准教授 （博士（工学））

INOUCHI, Kunimitsu, Associate Professor

特徴・独自性

鉛直軸サボニウス水車は水流方向に関係なく常に一定方向への回転となり，また起動トルクも大きく，遅い流れ  

の場合でも稼働しやすいので，潮流発電に適するが，水流エネルギーの取得効率が最大でも 20%程度と低いの

が問題です。本研究では鉛直軸サボニウス水車による水流エネルギーの取得効率を大幅に向上できる増速装

置を開発しました。また，この増速装置は水車羽根への浮遊物による衝突荷重や波浪荷重を緩和する防御装

置としての機能も有します。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

増速装置は，サボニウス水車の外周に鉛直平板を適切な角度で傾斜させて正方に４枚配置した構造(渦流型増

速装置)であり，この増速装置を設けることで，サボニウス水車による潮流エネルギーの取得効率が単独水車の

ときに比較して５倍程度に上昇します。また，利用可能

な回転力も４倍程度に大きくなり，より負荷の大きい大

容量の発電機を利用できるようになります。この渦流型

増速装置は，軸対称形状であるため，潮流のように上

げ潮や下げ潮時で流向が逆転する場合でも同一の能

力を発揮できます。また渦流型増速装置を並列配置す

ることで，潮流エネルギーの取得率や水車回転力を大

幅に増加できます。さらに渦流型増速装置は，サボニ

ウス水車の外周に設置するため，波浪外力や漂流物

の衝突力などを緩和する機能が期待でき，増速機能だ

けでなくいわゆる防護柵としての機能も有します。

キーワード

潮流・海流エネルギー，増速装置，流向制御，鉛直軸水車，高効率，防護柵

共同研究者

中村 孝幸 (ミャンマー海事大学客員教授)
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関連情報

特許

エネルギー変換機構, 中村 孝幸, 井内 國光, 特願 2012-205145, 特開 2014-058924

論文

井内 国光ら,「流向制御板を設けた潮流発電装置に作用する流体力に関する実験的研究」,土木学会論文集 B3

（海洋開発）, 70, 2, I_103, I_108 (2014)

所属学会

土木学会，日本陸水学会，日本地下水学会
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コンクリート構造物の耐久性評価に関する研究

JST 分類コード：RA06/RC01/RA01

理工学研究科 生産環境工学専攻

氏家 勲 教授 博士（工学）

UJIKE, Isao, Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~zairyou/index.html

特徴・独自性

コンクリート構造物の耐久性能を高い信頼性をもって評価するためには、実構造物から空隙構造に関係する

物性や劣化因子の状況を把握したり、劣化メカニズムに基づく劣化予測の評価方法を確立する必要があります。

それらに関して以下のような研究を行っています。

・実構造物のかぶりコンクリートの透気性による物質移動特性の評価（下図参照）

・コンクリート内部の空隙構造と劣化現象の関係に関する研究

・内部ひび割れがかぶりコンクリートの物質移動特性に及ぼす影響に関する研究

また、ひび割れなどの劣化したコンクリートに関して微生物代謝を利用した補修方法の研究（下図参照）も行って

います。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

コンクリート構造物の維持管理に関する技術であり、実構造物のかぶりコンクリートの品質評価に対して、本

技術の有効性は特に高いと考えられます。

キーワード

コンクリート、物質移動特性、劣化現象、維持管理、 補修、 診断



CE-4

共同研究者

河合 慶有 助教（理工学研究科 生産環境建設工学専攻）

関連情報

特許

論文

氏家勲、河合慶有ら、「自然環境下の表層コンクリートに対する透気試験を用いた耐久性能推定手法の適用可

能性」、コンクリート工学年次論文集、Vol.38, No.1、2007 (2016)．

K.Kawaai, I .Ujike et al., “Effect of curing condition on air permeability coefficient measured by in-situ test 

method”, Life-Cycle of Structural Systems : Design, Assessment, Maintenance and Management, CRC Press 

Book, 1207 (2015). 

所属学会

土木学会、日本コンクリート工学会、日本材料学会
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地盤工学に関する研究

JST 分類コード：RA02/RA03

理工学研究科 生産環境工学専攻

岡村 未対 教授 （博士（工学））

OKAMURA, Mitsu, Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~gm/

特徴・独自性

地盤や土構造物，特に河川堤防の設計，施工，維持管理，点検や地震時の

地盤液状化判定，液状化対策法の研究を行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

キーワード

液状化対策，液状化判定法、河川堤防、

共同研究者

関連情報

特許

論文

上記 HP をご参照下さい

所属学会

土木学会，地盤工学会，国際地盤工学会
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水制を活用した効果的河道制御法

JST 分類コード:RC12/RC10/RC11

工学研究科 生産環境工学専攻

門田 章宏 准教授 博士(工学) 

KADOTA, Akihiro, Associate Professor

/http://www.hydro.cee.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

流体力学，河川工学を基礎とした環境水理，河川での物質拡散現象，水資源管理に関して研究を行っていま

す． 環境水理に関する研究では，可視化粒子画像流速測定法(流れの可視化法)と呼ばれる手法を用いて，

河川に設置されている橋脚や護岸・水制といった河川構造物周辺に発生する詳細な流れの計測を行い，出水

時や平水時に起きる物質拡散現象が及ぼす流れの河川環境への影響について研究を行っています。

物質拡散現象の研究では，流域からの土砂生産，水制等の河川構造物周辺の河床変動，局所洗掘が及ぼす

河川環境への影響，混合砂河床での流砂量の推定，河床形態の形成機構などに関する基礎的研究を行ってい

ます．また，河岸付近の流速を軽減し，日本やヨーロッパの大河川に古来より現存している自然石などの素材で

造られた透過型水制や様々な形状をもつ水制をモデルとして，これらの水制設置に起因する下流域の流れや

河床形態の変化，特に河床形態の変化方向，河床形態の変化の範囲を模型実験や河川の地形変化(河床変

動)に関する数値解析を用いて評価することを主な研究目的としています。．

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

透過型水制工の一つであるハイドロバリア水制を導入することにより，河道の堆積を制御する効果が得られる。

ハイドロバリア水制を活用した河道制御

キーワード

水制工、 河道制御、 流れの可視化、河床変動解析・実験

共同研究者
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岡田 将治 准教授（高知工業高等専門学校）

山上 路生 准教授（京都大学工学研究科）

論文

River Bed Variation and Mean Flow Structures around Several Types of Groynes, Proceedings of 2013 IAHR 

World Congress

OPEN LEVEE EFFECTS FOR FLOOD FLOW INUNDATION IN A STEEP RIVER, Proceedings of 2015 IAHR World 

Congress

所属学会

土木学会，流体力学会，国際水理学会(IAHR)
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自己治癒補修材を用いたひび割れ補修と電気化学的計測による評価方法の開発

JST 分類コード：RA06/ RC01/ CB07

理工学研究科 生産環境工学専攻

河合 慶有 特任講師 (Ph.D.)

KAWAAI Keiyu, Assistant Professor

http://yoran.office.ehime-u.ac.jp/profile/ja.83e962aefcfff5fa60392a0d922b9077.html

特徴・独自性

微生物代謝を利用したひび割れ補修材の開発を行っています。特に、微生物を高分子被膜中に埋設する方法

を用いて漏水抑制に効果的な適用方法の検討を進めています。また電気抵抗測定を通じてコンクリート内部の

欠陥・損傷の有無や水分及び腐食因子の侵入経路の可視化を行う技術の開発を行なっています。コンクリート

内部に低周波の交流を印加し、電極間の電位差の測定結果から、欠陥・損傷の位置及び水分移動の範囲を評

価します。本技術は、漏水部における水分の存在や自己治癒によるひび割れ閉塞効果を評価するのに非常に

感度が高いと考えられるため、従来技術では評価できない高度な検査が実現されるものと期待されます。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

漏水部の補修やその補修効果の評価方法、特に漏水部の範囲やひび割れ補修材の充填状況の評価に本技術

の有効性は高いと考えられます。

キーワード

ひび割れ補修、微生物代謝、自己治癒、電気抵抗トモグラフィー

共同研究者

氏家 勲 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

アルギン酸-微生物による補修材 ひび割れを通じた水分移動の可視化
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論文

河合慶有ら「イースト菌による微生物代謝を利用したひび割れ補修材のカプセル化」

[セメント・コンクリート研究討論会 論文報告集 43 (2016), 51-56] 

所属学会

土木学会、日本コンクリート工学会、日本材料学会
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熱環境における岩盤空洞の変形挙動に関する研究

JST 分類コード：HE01/ HE02/RC05

理工学研究科 生産環境工学専攻

木下 尚樹 講師 （博士（工学））

KINOSHITA, Naoki, Senior Assistant Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~rock/

特徴・独自性

国土が狭く山地が多い，エネルギー資源が乏しい，地震が多いなどの特殊事情を持つ日本においては土地の

立体的有効利用，エネルギーの大型貯蔵，耐震性等を考慮した施設や省エネや廃熱利用を考慮した施設の建

設は重要な課題となっています。本研究では，ごみ焼却場の廃熱を利用して得た熱水を岩盤空洞に貯蔵する方

法について種々の検討を行っています。具体的には熱環境下の岩石の物性実験や変形挙動シミュレーション解

析，貯蔵の模型実験などを行い，実用化に向けた諸問題の解決を行っています。その他，産業廃棄物のリサイ

クルや落石防護網の設計手法に関する研究も行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

地方自治体などの官公庁，大規模工場やプラント設備を有する企業等と連携が可能です。

図 1 熱水貯蔵システムのイメージ

キーワード

熱水貯蔵システム，省エネルギー，岩盤空洞，岩盤物性

共同研究者

安原 英明 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報
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論文

木下尚樹，安原英明，橋本克樹，「熱環境下における岩石不連続面の透水特性に及ぼす化学・力学連成作用」，

Journal of MMIJ，129，485-491（2013）．

Naoki Kinoshita and Hide Yasuhara, “Thermally Induced Behavior of the Openings in Rock Mass Affected by 

High Temperatures”, International Journal of Geomechanics, 11, 2, 124-130 (2011).

所属学会

土木学会，資源・素材学会，日本材料学会，岩の力学連合会，地盤工学会，日本技術士会，トンネル技術協会
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持続可能な交通システムの提案および開発

JST 分類コード：RD01/TA01/KA06

理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース

倉内 慎也 准教授 博士(工学)

KURAUCHI, Shinya, Associate Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~keikaku/

特徴・独自性

交通渋滞などの自動車依存型社会に伴う負の側面を緩和するには，公共交通の利用促進や過度に自動車に

依存しないような交通システムの構築が必要です。本研究では，自動車利用に慣れ親しんだ人々の利便性を大

きく下げることがない以下のようなシステムに着目し，その需要分析や望ましいシステムのあり方の検討，ならび

にシステム開発を行っています。

 エコなパーソナルモビリティの普及促進

自動車や自転車の共同利用システムや，電気自動車などのエコカーの普及・促進に不可欠となる充電イン

フラの配置計画ならびに補助金・税制の検討，街なかであっても徒歩や自転車で安心・安全に回遊できる

ような自転車・歩行者専用空間の配置計画の立案など

 超高齢社会におけるモビリティ支援

高齢ドライバーの事故を削減するためのシステムの開発ならびにその効果分析，完全自動運転車両を活

用したモビリティ支援策の提案および評価，ポイント制等を活用した使って楽しい公共交通システムの開発

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

IT 技術を活用した交通管理・制御システムや移動体モニタリングシステムの開発とその導入効果分析，交通事

故削減に向けた車両ならびに道路関連インフラによる対策検討，交通エコポイント制度や予約システムの開発

と評価，など．

キーワード

電気自動車、 自動運転、 公共交通、 交通事故、 共同利用システム

共同研究者

吉井 稔雄 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

坪田 隆宏 助教（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

白柳 洋俊 助教（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）
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都市空間・土木構造物のデザインとまちづくり

JST 分類コード：RC08/RD01/RD04/

理工学研究科 生産環境工学専攻

白柳 洋俊 助教 博士(工学) 

SHIRAYANAGI, Hirotoshi, Assistant Professor

http://www.ehime-u.ac.jp/~keikaku/

特徴・独自性

都市空間及び土木構造物のデザインの評価とその方法論の構築に取り組んでいます．

特に，人間がまちの雰囲気をどのように理解しているのか，あるいは土木構造物をどのように認識しているのか，

人間の認知のクセである「認知バイアス」に着目することで．より効果的に豊かな景観をつくりだすための方法論

の構築を試みています．

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

人間の認識のクセに着目することで， 例えば，実際以上のにぎわいを感じさせる街並のデザインを提案する事

が可能となります．こうしたことは，人口減少に直面する地方都市のまちづくりにおいて，特に有効だと考えてい

ます．

キーワード

景観，まちづくり，土木デザイン

共同研究者

吉井 稔雄 教授（大学院理工学研究科 生産環境工学専攻）

倉内 慎也 准教授（大学院工学研究科 生産環境工学専攻）

坪田 隆宏 助教（大学院工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

特許

論文

白柳洋俊，平野勝也，和田裕一，「店舗の知覚過程における注意の偏り」，土木学会論文集 D1，71(1)，71-82，

2015．

白柳洋俊，平野勝也，勝野悠作，「店舗認識における係留効果」，土木学会論文集 D1，71(1)，83-94，2015．

所属学会    土木学会、日本都市計画学会、交通工学研究会、日本心理学会
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構造物の設計および安全性評価

JST 分類コード：RC06/RC08/RA07

理工学研究科 生産環境工学専攻

全 邦釘 准教授 (Ph.D.)

CHUN, Pang-jo, Associate Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~i_management/

特徴・独自性

構造物の安全性について、実験やコンピュータシミュレーションを用いて診断する技術の開発を行っています。

コンクリートや鋼材、繊維補強材料を問わずに診断することが可能であることや、現行の様々な設計基準を調

査・反映した上でそれに適合した構造物の設計が可能であること、などの特徴・独自性があります。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

新たに提案する構造形状などの安全性評価について、産学連携の可能性があります。

   
      図 1. 緊急橋として使える長尺橋梁の開発   図 2. 新たな組み立て式橋梁点検足場の開発

キーワード

構造解析、 構造設計、 安全性評価、 有限要素解析、 ひずみ計測

所属学会

土木学会・日本コンクリート工学会
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個人の移動データを活用した道路交通モニタリング

JST 分類コード：TA01/RD01/RC01

理工学研究科 生産環境工学専攻

坪田 隆宏 助教 (phD) 

TSUBOTA, Takahiro, Assistant Professor

特徴・独自性

信号交差点を有する一般街路では従来型の固定式センサー（車両感知器等）による交通状態の推定（平均速

度、車両密度等）に限界があり、そのことが効果的な交通マネジメントを実施する上での妨げになっています。こ

のような問題に対し、私はスマートフォンやカーナビ等に代表されるBluetooth端末のシグナル（Bluetoothデータ）

や GPS データ等、匿名化処理の施された個人の移動データ（プローブデータ）と車両感知器データを活用した、

一般街路の交通状態の推定と広域交通マネジメントへの適用を目指した研究を行っています。具体的には、一

般街路の区間ごとの速度を推定することでボトルネックとなっているリンクの特定（図 1）や、時間帯別の交通密

度推定（図 2）などを行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

一般道路の旅行速度計測に、本技術は特に有効であると考えられます。また、従来型の車両感知器データと

Bluetooth データを組み合わせることで、従来は観測が困難であった一般道路の交通密度や、車両の利用経路

の推定にも活用できると期待される。これによって、交通施策実施前後における交通状態やドライバーの行動の

変化を詳細に比較可能になり、よりきめ細やかな交通マネジメントの検討と実施ができるようになります。

      

図 1 道路区間別旅行速度推計の例              図 2 路線の時間帯別交通密度推計の例

キーワード

交通状態，交通流モニタリング，Bluetooth，プローブデータ，旅行速度
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共同研究者

吉井 稔雄 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

倉内 慎也 准教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

白柳 洋俊 助教（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

論文

坪田隆宏ら，「Bluetooth スキャナの指向性と設置位置を考慮した MAC アドレスの検知確率推定モデル」, 第

36 回交通工学研究発表会論文集 (2016)

Tsubota, T., et al. “Comparative Analysis of Traffic State Estimation – Cumulative Counts-based and 

Trajectory-based Methods”, Transportation Research Record: Journal of the Transportation Research Board, 

Vol. 2491 (2015), pp.43-52.

Bhaskar, A., et al., “Urban Traffic State Estimation: Fusing Point and Zone based Data”, Transportation 

Research Part C: Emerging Technologies, Vol. 48 (2014), pp.120-142.



CE-17

4 s

図１ CFRP 中を伝搬する超音波 図 2 コンクリート内部の超音波映像化 図 3 I 型鋼の衝撃試験時の振動挙動

大規模波動・振動解析技術と可視化

JST 分類コード：HD02/JE02/BB01

理工学研究科 生産環境工学専攻

中畑 和之 教授 (博士（工学）) 

NAKAHATA, Kazuyuki, Professor

nakahata@cee.ehime-u.ac.jp,   http://www.mech.cee.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

弾性波（超音波），音波，電磁波などの時間域シミュレーション技術を有しています．コンクリート等の非均質材

料や，FRP や粗大結晶粒を持つ金属など音響異方性を有する材料の３次元解析が可能です（図１）。コンピュー

タの進歩に伴い、これまで解けなかった大規模な波動問題について、マルチ CPU/GPU を並列使用して数値解

析をしています．コードは独自に開発していますので，種々のカスタマイズが可能です。さらに，これらの技術を

用いて，逆解析技術についても研究しています。応力集中等によって発生した割れ (き裂)や、コンクリート中の

鉄筋剥離等を超音波・電磁波を用いて可視化する非破壊検査がその一つです。図２に示すのは、超音波アレイ

プローブを使ってコンクリート内部の鉄筋や電線管を可視化したものです。また，構造部材の振動を計測し，局

所的な共振周波数成分を抽出して可視化（図３）することで，欠陥（減肉部）を検出する技術も提案しています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

機械材料分野，建設分野，航空機・自動車・船舶分野など広範囲で波動・振動は利用されています。特に，超

音波や電磁波は可視できないため，その伝搬挙動を把握するためにはシミュレーションが不可欠です。波動・振

動の特性を活かした新しい非破壊検査技術，モニタリング技術，波動や振動の共鳴・共振，非線形特性を利用

したイノベーション技術の創出にも貢献できます。

キーワード

波動，振動，シミュレーション，大規模計算，可視化，非破壊検査，モニタリング

論文

1) K. Nakahata et al., “Three dimensional image-based simulation of ultrasonic wave propagation in 

polycrystalline metal using phase-field modeling”. Ultrasonics, Vol.67, pp.18-29, 2016.

2) K, Nakahata et al., “Ultrasonic imaging using signal post-processing for a flexible array transducer”. NDT & 

E International, Vol.82, pp.13-25, 2016.

所属学会

日本機械学会，日本非破壊検査協会，土木学会，日本音響学会，日本計算工学会



CE-18

海洋レーダを用いた面的津波計測と平常時における水産業への活用

JST 分類コード：DC0６/RA02/RC13

理工学研究科 生産環境工学専攻

日向 博文 教授  （工学博士）

HINATA, Hirofumi, Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~kaigan/hinata/

特徴・独自性

陸上に設置した海洋レーダを用いて津波を計測する方法を開発しています。海洋レーダは海面の流速を面的に

計測することが可能なため、伝搬してくる津波の波高分布や副振動モードの把握やその減衰過程，さらには津

波漂流物の移流過程を観測できるものと期待されます。また、平常時におけるレーダの活用技術開発，例えば

水産資源管理や効率的な漁業の実現など，についても並行して進めています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

高度な津波情報、例えば津波波高の面的分布、副振動の減衰予測、津波漂流物の移流拡散状況把握に対して、

本技術の有効性は高いと考えられます。また、平常時活用技術に関しては、水産資源管理や効率的な漁業の

実現に対して有効性が高いと考えられます。

キーワード

海洋レーダ、津波、副振動、津波漂流物、漁業資源管理、効率的漁業

共同研究者

藤良太郎 助教（大学院理工学研究科 環境建設工学先行）

関連情報

海洋レーダによって面的にとらえられた

紀南分岐流。現在、沿岸定置網の流失被害

との関係性を研究。

海洋レーダによって計測された紀伊水道

に伝播した 3.11 津波と副振動。



CE-19

特許

「海洋レーダによる津波検知、海洋レーダによる津波検知プログラム、及び海洋レーダの性能検証方法」（出

願中）

論文

「紀伊水道における短波海洋レーダを用いた津波・副振動観測, 14」 日向博文，藤良太郎，藤井智史，藤田裕

一，花土弘，片岡智哉，水谷雅裕，高橋智幸, 土木学会論文集 B2(海岸工学), 68, 2, 196, 200, 20120000

“Propagating tsunami wave and subsequent resonant response signals detected by HF radar in the Kii Channel, 

Japan”. Hirofumi Hinata, Satoshi Fujii, Keita Furukawa, Tomoya Kataoka, Masafumi Miyata, Takashi Kobayashi, 

Masahiro Mizutani, Takahiro Kokai, Nobuyoshi Kanatsu, Estuarine, Coastal and Shelf Science, 95, 268, 273, 

20111101

「紀南分岐流（振り分け潮）の短周期変動に与える海上風影響について」 日向 博文，陳 敏坤，片岡 智哉, 

土木学会論文集 B2(海岸工学), 63, 20161100

“Wind-induced Kuroshio warm water intrusion into Sagami Bay” Hinata, H., T. Yanagi, T. Takao and H. Kawamura, 

Journal of Geophysical Research, 110, 20050000

所属学会

土木学会、日本海洋学会、水産海洋学会
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都市域の水循環解析

JST 分類コード：RC11/RC10/DC05

理工学研究科 生産環境工学専攻

藤森 祥文 助教 (修士（工学）) 

FUJIMORI, Yoshifumi, Assistant Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~mizukan/

特徴・独自性

我々が都市で生活する上で、水は非常に重要な資源で

あり、それを適切に利用することは重要な課題です。しかし

近年では気候変動により気温や降雨パターンに変化が起

こっているといわれています。また、都市の拡大など土地

利用の変化による地表面状況の変化もみられます。

これらの様々な要因は流域内の水循環や、降雨特性にも

影響を及ぼすことが考えられます。本研究ではシミュレーシ

ョンを行い、流域内の水循環過程を明らかにし水資源管理

に役立てることや、解析雨量を統計的に整理することで降

雨の時空間特性を把握することを目指しています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

気候変動や土地利用の変化などが，地下水資源に与える影響を解析することができます。また、解析雨量か

ら降雨パターンの時空間変動特性を把握することができれば、防災対策の立案などにも有用であると考えられ

ます。

キーワード

都市域の水循環解析、都市域の降雨特性

共同研究者

森脇 亮 教授（理工学研究科 生産環境工学専攻）

関連情報

特許
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論文

藤森ら，「多地点太陽光パネルを用いた日射量の空間分布と全天カメラ雲分布の関係」，土木学会論文集

B1(水工学) Vol.73, No.4, I_475-I_480, 2017.

藤森祥文ら，「解析雨量を用いた降雨の地域特性－松山平野を対象とした事例研究－」，土木学会論文集

B1(水工学), 72, 4, I_235-I_240, 2016.

藤森祥文ら，「松山平野の地下水資源の現状と井戸取水による影響」，土木学会論文集 B1(水工学), 69, 4, 

I_535-I_540, 2013.

所属学会

土木学会，水文・水資源学会
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河川性底生動物による人間活動の妥当性の評価

JST 分類コード：EE01/EE04/SB06

大学院理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース

三宅 洋 准教授 (博士(理学))

MIYAKE, Yo, Associate Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~ecology/top.html

特徴・独自性

生物調査による河川環境評価に関する研究を行っています。河川性底生動物（主に水生昆虫）の生息状況は長

期的な環境状態を反映するため、河川改修、河畔林伐採、ダム建設、流量減少、水質汚濁、河川流域の土地利

用など、多岐にわたる人間活動の影響を簡易に評価できる指標になる可能性があります。個々の人間活動に

対する底生動物相の反応を明らかにすることにより、将来的には流域全体の人間活動の妥当性を河川生態系

の観点から総合的に評価できる指標の開発が期待できます。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

河川における環境影響評価や環境復元効果の検証、新たな河川環境評価手法の開発などに成果を役立てるこ

とができます。

キーワード

河川環境評価、人間活動、河川生態系、河川性底生動物、環境指標生物

共同研究者

井上 幹生 教授（大学院理工学研究科 環境機能科学専攻 生物環境科学コース）

渡辺 幸三 准教授（大学院理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

関連情報

特許
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論文

Y. Miyake & T Akiyama, "Impacts of water storage dams on substrate characteristics and stream invertebrate 

assemblages", Journal of Hydro-environment Research, 6, 137 (2012).

三宅洋・荻原啓司・金沢康史, 「集水域の土地利用および河畔林伐採が山地河川の刈取食者に及ぼす影響」, 

土木学会論文集 G（環境）, 69, 74 (2013).

所属学会

日本生態学会、Society for Freshwater Science、応用生態工学会、土木学会、日本陸水学会

Ecological Society of America
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太陽光パネルを用いた日射量センシングとゲリラ豪雨の予測

JST 分類コード：DC05/LB03/RA02

理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース

森脇 亮 教授 (博士（工学）)

MORIWAKI, Ryo, Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

実際の家屋や公共施設などの屋根への普及が進んでいる一般的な結晶系太陽光パネルを利用し，太陽光発

電量から日射量を推定する手法を開発しています。本手法により日射量の稠密モニタリングが可能となり，ゲリ

ラ豪雨など局地的な気象予報の精度向上が期待されます。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

レーダにうつらない初期の雲の発生のモニタリングをローコストで実現できます。ゲリラ豪雨の「卵」を発見するこ

とで、局地的な雷や集中豪雨の早期予測・防災情報の発信に役立ちます。また太陽光発電に新たな「付加価値」

を付与することで再エネの普及促進に役立ちます。

キーワード

太陽光パネル、 ゲリラ豪雨、 天気予報、 再生可能エネルギー、 日射量

共同研究者

都築 伸二 准教授（理工学研究科 電子情報工学専攻 電気電子工学コース）

藤森 祥文 助教（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

関連情報

論文

森脇亮ら，「太陽光発電を利用した全天日射量の推定」，土木学会論文集 B1(水工学)，71，I_421-I_426 (2015)

所属学会

土木学会、気象学会、水文・水資源学会
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熱・水・応力・化学連成場における岩盤・地盤防災に関する研究

JST 分類コード：HE01/ RA02/LB01

理工学研究科 生産環境工学専攻

安原 英明 教授 (phD)

YASUHARA, Hideaki, Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~rock/index.html/

特徴・独自性

岩盤力学，熱力学，水理学，地球化学等の複合的な知見を統合することにより，岩盤・地盤の複雑な挙動を実

験的・理論的に検証しています。また，熱-水-応力-化学(THMC)連成場における岩盤・地盤の挙動を解析でき

る連成数値解析シミュレータの構築を目指しています。 さらに，開発される連成数値シミュレータを用いて，放

射性廃棄物の地層処分，二酸化炭素の地中貯留，地熱発電開発，ハイドレート開発，地盤防災などの様々な工

学的課題に取り組んでいます。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

地下開発時（放射性廃棄物地層処分，CO2 地中貯留，非在来型石油・天然ガス開発，メタンハイドレート開発，

地熱発電）の対象岩盤の性能評価，地盤防災（グラウト注入工法，斜面災害モニタリング）に関する課題につい

て連携が可能と考えられます．

キーワード

岩盤，地盤防災，連成現象，バイオグラウト，透水挙動，モニタリング

共同研究者

矢田部 龍一 教授（理工学研究科生産環境工学専攻）

岡村 未対 教授（理工学研究科生産環境工学専攻）

木下 尚樹 講師（理工学研究科生産環境工学専攻）

関連情報

特許

特許第 5599032 号 : 地盤改良方法（安原 英明, 林 和幸）
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論文

“Coupled thermo-hydro-mechanical-chemical modeling by incorporating pressure solution for estimating the 

evolution of rock permeability” Hideaki Yasuhara, Naoki Kinoshita, Sho Ogata, Dae-Sung Cheon, and Kiyoshi 

Kishida, International Journal of Rock Mechanics and Mining Sciences,  86, 104-114.  2016 年

「生体触媒を活用した炭酸カルシウム結晶析出による地盤固化効果の検討」安原英明, NEUPANE Debendra, 

木下尚樹, 林和幸, 海野寿康，土木学会論文集 C(地圏工学)(Web) 70(2) 290-300 (J-STAGE)-300 2014 年

所属学会

土木学会，地盤工学会，資源素材学会，材料学会，岩の力学連合会，ダム工学会，American Rock Mechanics 

Association
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分子生物学的手法を使った生態系管理と感染症の抑制

JST 分類コード：SB06/EC02/GB03

理工学研究科 生産環境工学専攻

渡辺 幸三 教授 博士(工学) 

WATANABE, Kozo, Professor

https://sites.google.com/a/kw-laboratory.com/main/

特徴・独自性

DNA や RNA レベルの分子生物学的手法を使って，生物多様性を評価する技術を開発したり，デング熱媒介蚊

を抑制する生態疫学研究を展開しています。主に下３つのテーマを行っています。

【生態疫学】 熱帯・亜熱帯の蚊媒介感染症制御を目的とした生態疫学研究（例，フィリピン・インドネシアのデン

グ熱媒介蚊の分子疫学フィールド調査）

【分子生態学】 次世代 DNA シーケンシング等を活用した正確・迅速・安価な流域生物多様性評価技術の開発

【生物多様性と進化】 適応進化（自然選択）の観点から流域環境変化が遺伝子・種レベルの生物多様性に及ぼ

す影響を予測（例，温暖化影響予測）

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

東南アジア（フィリピン，インドネシア）における感染症課題・環境課題の解決に関する知見が豊富であり，途上

国支援における産学連携の可能性が高い。また。生物多様性の迅速な評価を行う事業において、上記研究開

発の有効性は高いと考えられる。

キーワード

途上国支援，分子生態学、生物多様性、 進化、 生態疫学，デング熱

共同研究者

森脇 亮 教授（大学院理工学研究科 生産環境工学専攻  環境建設工学コース）

三宅 洋 准教授（大学院理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

関連情報

特許

論文

Kei Nukazawa, So Kazama, and Kozo Watanabe, “Catchment Scale Modeling of Riverine Species Diversity Using 

Hydrological Simulation: Application to Tests of Species-Genetic Diversity Correlation”, Ecohydrology, ,10, 

e1778, 2017 
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Thaddeus M. Carvajal, Lara Fides T. Hernandez, Howell T. Ho, Menard G. Cuenca, Bianca Marie C. Orantia, 

Camille R. Estrada, Divina M. Amalin, and Kozo Watanabe, Spatial Analysis of Wing Geometry in Dengue Vector 

Mosquito, Aedes aegypti (L.) (Diptera; Culicidae) Populations in Metropolitan Manila, Philippines, Journal of 

Vector Borne Diseases, 53(2), 127 - 135, 2016

Kei Nukazawa, So Kazama, and Kozo Watanabe, A Hydrothermal Simulation Approach to Modelling Spatial 

Patterns of Adaptive Genetic Variation in Four Stream Insects, Journal of Biogeography, 42, 103–113, 2015.

所属学会

日本水環境学会、土木学会、応用生態工学会、日本熱帯医学会、Benthological Society of Asia
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持続可能な交通システムの提案および開発

JST 分類コード：RC08/TA01/IA01

理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース

吉井 稔雄 教授 (博士(工学))

YOSHII, Toshio, Professor

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~keikaku/

特徴・独自性

以下の研究を進めています．

・交通シミュレーション

・交通制御手法

・交通事故リスク評価

・時間空間認知

・交通需要予測

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

交通の円滑性・安全性向上に資する交通システムの開発

キーワード

交通シミュレーション，交通制御，事故リスク，時空間認知，交通需要

共同研究者

倉内 慎也 准教授（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

坪田 隆宏 助教（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

白柳 洋俊 助教（理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設工学コース）

特許

・評価方法，評価プログラムおよび情報処理装置

特願 2015-104840
出願日：平成 27年 5月 22日

・情報出力プログラム，情報出力方法及び車載装置

特願 2015-236011
出願日：平成 27年 12月 2日
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論文

吉井稔雄，桑原雅夫，森田綽之：都市内高速道路における過飽和ネットワークシミュレーションモデル

の開発，交通工学第 30巻 1号 pp.33-41，1995.1. 他

上記 HP を参照

所属学会

交通工学研究会，土木学会，ITS 学会
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振動測定を援用した地盤・構造物の総合性能評価技術

JST 分類コード：HD02/RA02

理工学研究科 生産環境工学専攻

森 伸一郎 准教授 (博士（工学）) 

MORI, Shinichiro, Associate Professor

mori@ehime-u.ac.jp,   http://www.cee.ehime-u.ac.jp/shoukai/jisin.html

特徴・独自性

地盤や構造物（土構造物、コンクリート構造物）のふるまいは、その弾性的性質に多くが支配されています。

地震に対する地盤のゆれ、その地震動に対する構造物のゆれなどは振動特性で決定されます。この振動特性

は微動（微小な振動）を測定することで評価でき、ハザードマップやゆれやすさマップに結実します。（論文 1）

また、地盤や構造物には、地震の強いゆれなどの低頻度大荷重、交通振動などの高頻度小荷重、経年劣化

に含まれる環境作用で様々な損傷が生じます。このような損傷には、目に見える損傷（可視損傷）や目に見えな

い損傷（不可視損傷）が含まれます。可視損傷は不可視損傷の局所化の結果であり、局所化された損傷に加え

て、前段階での不可視損傷の評価も、既存構造物の耐震性評価や維持管理での予防保全には重要です。

可視・不可視にかかわらず、損傷が生じれば損傷を含む構造物の要素の総合的な（みかけの）弾性的性質が

変化し、その変化は振動現象に忠実に現れます。高感度のセンサーを用いた高精度の振動測定をすることで、

総合的な損傷評価に活用できます。特に、個別詳細な検討・評価より前に、その必要性や優先度を評価するた

めの簡易な客観的評価の道具として期待されます。最近は、コンクリート橋梁での適用に力点を置いています。

（論文 2、特許）

また、微小地震観測、表面波探査（地盤、土構造物）、超音波測定などの手法を用いて、地盤工学や構造力

学の理論と経験を併せ使うことで、有効な情報を抽出して提供することができます。（論文 3、4）

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

土木・建築などの建設分野、防災分野を想定し、道路橋・建物の振動特性や潜在損傷の評価、道路盛土・河

川堤防・ため池堤体の地震応答増幅特性や内部構造評価、地盤のゆれやすさマップ作成などに有効です。

松山平野の振動モデル  5 径間コンクリート橋の全径間同時振動測定  打撃加振桁応答フーリエスペクトル

キーワード
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振動，微小振動，微動，高精度センサー，損傷，実構造物，コンクリート橋，地盤増幅，堤体

関連情報

特許

特願 振動測定装置および振動測定方法

論文

3) 森 伸一郎，下村 博之，岡部 隆宏：地震被害想定に用いる平野地下構造のモデル化― 愛媛県松山平野

の事例 ―，土木学会論文集 A1（構造・地震工学），Vol. 70，No. 4，pp.I_839-I_863, 2014.

4) Ratna Prasad Twayana, Shinichiro Mori: Changes of natural frequencies of a short-span concrete skew 

bridge during construction, Journal of Structural Engineering, JSCE, Vol. 60A, pp. 501-512, 2014.

5) 森 伸一郎，大竹 秀典：微小地震観測による地すべり土塊の三次元形状と地震応答特性の評価，土木学

会論文集 A1（構造・地震工学），Vol.68，No.4，p. I_395-I_406，2012.

6) 森 伸一郎，古川 将也：伊豆半島東方沖群発地震を利用したため池堤体の動的応答特性の評価，土木学

会論文集 A1（構造・地震工学），Vol.66，No.1，pp.242-251，2010.

所属学会

土木学会、地盤工学会、日本建築学会、日本地震学会、日本自然災害学会、地域安全学会、日本地震工学会、

物理探査学会、農業農村工学会、日本地すべり学会、プレストレストコンクリート工学会
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機能性を有する複合酸化物の作製と応用

理工学研究科 物質生命工学専攻 JST 分類コード CB07/YB02/YB03

青野 宏通 教授（博士（工学））

AONO, Hiromichi Professor

http://www.energy-materials.jp/ 及び http://researchmap.jp/read0178634/

特徴・独自性

環境やエネルギーなどに関係する無機機能材料、特に２種以上の金属イオンを含む複合酸化物を中心に研究

しています。複合酸化物は様々な機能性を有しており、新規材料や新規合成法、さらにはそれらの機能性につ

いての研究を行っています。主な研究としては、①癌の焼灼療法への応用を目的とした交流磁場中で発熱する

磁性ナノ微粒子材料等の開発、②福島の放射性セシウムの除染に用いる磁選可能なゼオライト-マグネタイト複

合材料の開発、③原発の廃炉時に発生する放射性核種除染に用いる吸着剤およびプラントの開発、④ゼオライ

トを用いるレアアースフリー蛍光体の開発、などです。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

無機機能材料のうち金属酸化物は、セラミックス材料、医療用材料、電気化学材料、触媒材料、環境浄化材料、

など、様々な応用があります。このような材料の分析や開発などの研究を共同で行なうことが可能です。

図１ 放射性セシウム除染のために開発したゼオライト-マグネタイト複合材料

  （左） TEM 写真（ゼオライト粒子にマグネタイトのナノ微粒子が入った複合材料を形成している）

  （右） 複合材料がネオジム磁石に吸引されている（これにより Cs 吸着後の磁選回収が可能となる）

キーワード

酸化物、複合酸化物、イオン交換、環境浄化、グリーンプロセス（材料の低温合成）、医療用材料、蛍光体、除染
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共同研究者

板垣 吉晃 准教授（理工学研究科 物質生命工学専攻）

松枝 直人 教授（農学部）

関連情報

特許

WO2013-150851 : ゼオライト及びその製造方法並びにセシウムの選択特異的捕獲方法

青野 宏通, 逸見 彰男, 山本 徹, 松枝 直人

など１６件

論文

  H.Aono, N. Kaji, Y. Itagaki et al., “Synthesis of mordenite and its composite material using chemical reagents for Cs 

decontamination”, Journal of the Ceramic Society of Japan, 125(5), 617 (2016).

  H. Aono, Y. Yamano, T. Naohara et al, “Heat generation properties in AC magnetic field for composite powder 

material of the Y3Fe5O12-nSiC system prepared by reverse coprecipitation method, Journal of Advanced Ceramics, 

5(3), 262 (2016).

など多数

所属学会

日本セラミックス協会・日本原子力学会・電気化学会・化学センサ研究会・日本希土類学会・環境放射能除染学

会・日本化学会
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セラミック材料を用いた燃料電池，化学センサの開発

理工学研究科 物質生命工学専攻 機能材料工学コース  

JST 分類コード：CB07/CD01/LC01

板垣吉晃 准教授 博士（工学) 

ITAGAKI, Yoshiteru, Associate Professor

http://www.energy-materials.jp

特徴・独自性

私は，固体酸化物形燃料電池（SOFC）や化学センサの電気化学デバイスに用いる電極材料の開発を行ってい

ます．電極は電気を流す仲介役であるとともに，化学反応の反応場でもあります．燃料電池の電極には高い電

気伝導性と触媒活性の両方を兼ね備えた材料が必要になります．しかし，これらの機能はしばしばトレードオフ

の関係にあります．そこで私は，機能性を最大限に引き出すために電気伝導性の高い材料と触媒活性の高い

材料を積層した FGM（Functionally-Graded Membrane; 機能傾斜膜）電極膜（図１）の形成を行い，電極構造と特

性の関係について調べています．私は，FGM の簡易形成法として，電気泳動堆積法（EPD 法）を用いています．

EPD 法はセラミック微粒子の電気泳動により基板に成膜する技術であり，膜厚をコントロールしたセラミック緻密

膜を簡便に作成することができます．

図１ 膜厚をコントロールした FGM 電極膜（空気極）

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

現在，水素の代わりにアンモニアを用いた燃料電池発電技術に関する研究を行っています．アンモニアは国

内で年間約 100 万トンが製造されていますが，その殆どが化学肥料用として使われています．アンモニアは，水

素に比べて液化しやすく，貯蔵や輸送を容易に行うことができます．また，液化した際のエネルギー密度は水素

より大きく，炭素を含まないことから CO2 を放出しません．私は，アンモニアを改質する（水素を取り出す）ことなく，

直接燃料として用いる直接アンモニア形燃料電池（DA-SOFC）の開発を行っています，DA-SOFC が実現すれ

ば，改質器を装備する必要が無いことからシステムの小型化を図ることができます．現在，アンモニア分解活性

の高い電極を作製するため，材料と成膜方法の両面からのアプローチを行っています．化学や電池製造（スタッ

ク）などの業界との共同研究が可能です．

キーワード
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固体酸化物形燃料電池，ガスセンサ，触媒

共同研究者

青野宏通 教授，八尋秀典 教授 （理工学研究科 物質生命工学専攻）

論文

Y. Itagaki et al., “Impedance Study of Anodic Properties of Ni-Fe Impregnated SDC”, ECS 
Transactions 68, 1427 (2015).

Y. Itagaki et al., “VOC sensing behavior of semiconducting Sm2O3-SmFeO3 mixtures”, Journal of 
Ceramic Society of Japan 123, 961 (2015).

所属学会

電気化学会

日本セラミックス協会

日本化学会

資源・素材学会
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絶縁材料の電気的特性の光学的測定

理工学研究科 物質生命工学専攻  JST 分類コード NA04/BM05/BD07

井堀 春生 准教授 博士（工学) 

HARUO, IHORI, Associate Professor

http://www.mat.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

主には電気光学効果と呼ばれる現象を用いて、液体絶縁体中の電界・電荷分布の時系列測定をおこなってい

ます。過去には、この測定法に CT 法の原理を組み合わせて、3 次元的な電界の測定をおこないました。本手法

は、国内外でも他にさきがけて開発された測定手法です。また、干渉法や分光分析による液体・固体絶縁材料

の光学的な劣化診断や、レーザアブレーションを用いた印刷トナー除去など、光を応用した共同研究の実績が

あります。現在は、他ではまだ例の少ないゲル状絶縁体の高電界現象に関する研究もおこなっています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

高電界現象はミリ秒オーダー以下の微細な高速な現象です。その変化を光強度の変化でとらえたり、高速度カ

メラで追いかけたりする技術には一日の長があると考えます。

    

固体絶縁体中の放電痕         CT 法を用いた液体絶縁体中の電界の測定例

キーワード

レーザー、 光学的測定法、電界・電荷分布測定、 高速度カメラ

共同研究者

藤井 雅治 教授（理工学研究科 物質生命工学専攻）

全  現九 講師（大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻）

関連情報

論文

田中祐輔、井堀春生 他：”ゲル状絶縁体中の電界強度の光学的測定”, 電気学会論文誌 C, 136(10) (2016).  

所属学会

電気学会、IEEE、応用物理学会                                    



MS-6

溶接電源の出力変調を用いたアーク溶接技術

理工学研究科 物質生命工学専攻 JST 分類コード： WC07, WE01, WB01
小原 昌弘 教授 (PhD) 

OHARA MASAHIRO, Professor

特徴・独自性

（ガスメタル）アーク溶接では、溶接電流値によって、溶接ワイヤの溶融状態が決まり、電流値の増大に伴って

大粒のグロビュール移行から小滴が高速度で移行するスプレー移行に変化し、それに伴ってスパッタの発生状

況や溶け込み形状が変化してしまう。つまり、溶接電流の設定値によって善かれ悪しかれアーク現象が一義的

に決まってしまい、それを意図的に変える手立てがないのが現状である。そこで我々は、アーク溶接電源の出力

を従来の一定電流ではなく、高速度で電流値を変化させる（変調する）ことで、溶接ワイヤの溶融状況や溶け込

み形状などのアーク現象を好ましい方向に意図的に制御することを試みている。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

広く製造業全般

キーワード

アーク溶接、溶接品質、溶接能率

共同研究者

関連情報

「低酸素高電流 GMA 溶接での溶け込み形状制御」 H28 年溶接学会全国大会講演概要集

「溶接電源出力変調による炭酸ガスアーク溶接におけるビード形状の改善」 H27 年溶接学会全国

大会講演概要集

所属学会

溶接学会、日本溶接協会、日本鉄鋼協会
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金属材料の特性評価およびその制御に基づく新規金属材料開発

理工学研究科 物質生命工学専攻  JST 分類コード WB01/WB02/WE01

小林 千悟 教授 博士(工学) 

KOBAYASHI, Sengo, Professor

http://www.kobayashi.material.ehime-univ.jp

特徴・独自性

種々の特性を有する構造用金属材料・生体用金属材料の開発を行っています。金属材料の特性は、金属内

部および表面のミクロ組織に支配されており、そのミクロ組織の形成機構を解明して、その制御から種々の特性

を有する金属材料を開発しています。

異なる特性を有する金属材料内部を透

過型電子顕微鏡で観察すると、左の写

真のような異なるミクロ組織が観察され

ます。このミクロ組織が、金属材料の特

性を決めており、このミクロ組織を如何に

制御するかが、金属材料の開発には重

要です。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

新たな特性を有する金属材料の開発の他、既存の金属材料の機械的特性上の不具合や耐食性の不具合な

どをミクロ組織の観点から明らかにするなど、金属材料の特性評価・制御に関連した産学連携が可能です。

良く伸びる金属(左)と伸びない金属（右）の破断面を走

査型電子顕微鏡で観察すると左のような写真が得ら

れ ま す 。 破面のミクロ組織が異なることが分かります。さらに、

内部のミクロ組織観察も行うことにより、金属材料の特性理解から、その制御が可能となります。

10μm10μm
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キーワード

金属材料、 ミクロ組織、 機械的特性、 耐食性、 構造材料、 生体材料

共同研究者 （学内）

平岡 耕一   教授 （理工学研究科）

間島 直彦   教授 （医学系研究科）

岡本 威明 准教授 （教育学部）

阪本 辰顕  講師 （理工学研究科）

関連情報

論文

S. Kobayashi R. Wakamoto, T. Sakamoto

DV-Xα FIRST PRINCIPLE ANALYSIS OF THE EFFECT OF ALLOYING ELEMENTS ON THE α" PHASE 

FORMATION IN TI ALLOYS

[Proceedings of 13th World Conference on Titanium, (2016), 669-675]

Y. Abd-elrhman, M. A H Gepreel, A. Abdel-Moniem, S. Kobayashi

Compatibility assessment of new V-free low-cost Ti-4.7Mo-4.5Fe alloy for some biomedical applications

[Materials and Design 97(2016), 445-45]

S. Kobayashi, Y. Sato, T. Kikuchi, S. Okano and T. Sakamoto

ANTIMICROBIAL AND BIOACTIVE ANODIZED FILM ON TI-AG ALLOY

[Proceedings of the Biomaterials International Conference 2015 (2015), 1120]

S. Kobayashi, T. Takeichi, T. Takeichi, K. Nakai, T. Sakamoto

Acceleration or suppression of α-phase precipitation using isothermal ω phase in Ti-20 at.pct Nb alloy

[Metallurgical and Materials Transactions A: Physical Metallurgy and Materials Science 45(2014), 1217-1229]

所属学会

日本金属学会, 日本鉄鋼協会, 日本軽金属学会, 日本顕微鏡学会, TMS, 日本工学教育協会
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機能性フォトニクスガラスの開発とデバイス応用

理工学研究科 物質生命工学専攻 機能材料工学コース

斎藤 全 准教授 (博士，工学) 

SAITOH, Akira, Associate Professor

http://www.mat.ehime-u.ac.jp/labs/mpe/PHOTO2016/index.html

特徴・独自性

機能性フォトニクスガラスの応用のひとつとして，ファラデー効果を利用した光ファイバー型電流センサがありま

す。電力系統の大電流化にともなう耐絶縁性，耐ノイズ性，装置の小型化のニーズを満たした，光を用いた電流

計測方法が特徴です。現在，鉛を高濃度に含むケイ酸塩ガラスが実用化されていますが，毒性物質の製造・排

出に関する最近の厳しい環境規制から，鉛ケイ酸塩ガラスに替わる材料の開発が必要になっています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

鉛を用いずに低光弾性を実現するための酸化物ガラスの開発を行っています。最近になって，スズを組成に含

むリン酸・ケイ酸塩ガラスで低光弾性を実現できることが分かってきました。デバイス化に向けて，光ファイバー

形成を課題としています。

キーワード

酸化物ガラス，光弾性，鉛フリー，光ファイバー型電流センサー

共同研究者

武部 博倫 教授 （理工学研究科 物質生命工学専攻）

論文

A. Saitoh et al., “Zero photoelastic and water durable ZnO–SnO–P2O5–B2O3 glasses”, APL Materials 
3, 0461021 (2015).

A. Saitoh, K. Suzuki, Y. Hashida, M. Itadani, and H. Takebe, “Study of the properties and structure 
of binary tin silicate glasses with zero photoelastic constant”, Opt. Mater. Express 7, 760 (2017).

所属学会

応用物理学会、日本セラミックス協会、資源・素材学会、日本金属学会
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鋳造・粉末冶金法による耐熱材料の開発と高温強度特性評価

理工学研究科 物質生命工学専攻  JST 分類コード WB02/WE01/WE04

阪本 辰顕 講師 (博士(工学)) 

SAKAMOTO, Tatsuaki, Senior Assistant Professor

http://www.kobayashi.material.ehime-univ.jp/index.html

特徴・独自性

軽金属合金（アルミニウム合金・マグネシウム合金・チタン合金）は車体の軽量化などの需要から注目されてい

ますが、高温での強度が低いため使用が制限されています。そこで、固溶強化や分散強化などを利用した組織

制御により、高温強度を高める研究ならびに新しい合金の開発を行っています。合金作製は鋳造あるいはメカ

ニカルアロイングを利用して行っています。鋳造は簡便な方法ですが、鋳造では作製が困難な合金（融点の大き

く異なる元素からなる合金、ナノ粒子分散合金など）があります。これらについては、メカニカルアロイング法を用

いることで容易に合金を作製することができます。また、メカニカルアロイング法は金属を溶かさずに合金化する、

鋳造とは全く異なる合金化手法です。そのためメカニカルアロイング法で得られる組織は鋳造とは全く異なる組

織（結晶粒微細化や非晶質化など）になります。作製した合金の高温強度ならびに高温強度発現のメカニズム

は、引張・圧縮試験による高温強度特性の評価および透過型電子顕微鏡（TEM）などの各種顕微鏡を用いた微

細組織評価により調べています。

図 1 メカニカルアロイング法に

より作製した Al-5wt%La2O3 の微

細結晶粒・ナノ粒子分散組織の

TEM 写真。黒い矢印は分散粒

子、白い矢印はアルミニウムの

結晶粒。

図 2 溶解法により作製された実用耐熱チタン合金 Ti-1100 におけ

る、700℃での高温引張前後の TEM 写真。引張後には、黒い矢印で

示すように、高温強度に影響するシリサイド（珪化物）のナノ結晶の

析出が見られる。
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産学連携の可能性（想定される用途・業界）

鋳造や粉末冶金法などにより作製された合金の TEM などによる微細組織観察にもとづく機械的特性評価に貢

献できます。また、鋳造による合金作製あるいは、鋳造により作製困難な合金についてはメカニカルアロイング

法による合金作製が可能です。

キーワード

透過型電子顕微鏡、 引張試験、 圧縮試験、高温強度、鋳造、メカニカルアロイング

共同研究者

小林 千悟 教授（工学研究科 物質生命工学専攻）

論文

1. T. Sakamoto et al., “Effect of Silicide on Dynamic Recrystallization in Near Alpha Titanium Alloy”, Materials 

Science Forum, Vols.879, pp.1634-1638, (2017).

2. 阪本辰顕ら, 「準安定 β 型チタン合金 Ti-6.8Mo-4.5Fe-1.5Al の機械的性質に及ぼす遷移相および転位から

核生成した α 相の効果」, 日本金属学会誌, Vol.79, pp.651-656, (2015)

3. T. Sakamoto et. al., “Microstructure and Mechanical Property in Cast AZ91 Magnesium Alloy with Y 

Addition”, Materials Science Forum, Vols.783-786, pp.472-477, (2014).

4. T. Sakamoto et. al., “Uniaxial creep behavior of nanostructured, solution and dispersion hardened V–1.4Y–

7W–9Mo–0.7TiC with different grain sizes”, Materials Science and Engineering: A, Vol.528, pp.7843-7850, 

(2011).

5. T. Sakamoto et al., “High Temperature Deformation of a Fine-Grained and Particle-Dispersed 

V-2.3%Y-4%Ti-3%Mo Alloy”, Materials Transactions, Vol.47, pp.2497-2503, ( 2006).

所属学会

日本金属学会、日本鉄鋼協会、軽金属学会、日本顕微鏡学会
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合金の高温反応・腐食およびリサイクル

理工学研究科 物質生命工学専攻 機能材料工学コース

JST 分類コード：WB03/WD01/WD02

佐々木 秀顕 講師 博士(工学) 

SASAKI, Hideaki, Senior Assistant Professor

http://www.mat.ehime-u.ac.jp/labs/mpp/index.html

特徴・独自性

鉄鋼や非鉄金属（銅や貴金属）のリサイクル技術開発を中心に取り組んでいます。とくに、高温における金属の

化学反応や、水溶液中での合金の溶解について細かく調査し、科学的な理解を深めることから実用的な新手法

を生み出すことを重視しています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

合金が関与する高温や水溶液中の反応を幅広く研究対象としたいと思っています。現在は鉄鋼や非鉄金属のリ

サイクルに関連した研究を中心に実施していますが、合金を加工する際に重要となる高温反応の解析や、腐食

の調査など、ものづくりの様々なポイントで連携できる可能性があると考えております。

キーワード

金属（鉄，銅，レアメタル）、高温反応、電気化学、製錬、リサイクル

関連情報

論文

Sasaki et al., “Zn-vapor pretreatment for acid leaching of platinum group metals from automotive catalytic 

converters”, Hydrometallurgy 147-148C, pp. 59-67 (2014).

※自動車触媒に使用される貴金属のリサイクル方法に関する研究。共著者は東京大学 前田正史教授。

所属学会

日本金属学会、鉄鋼協会 など
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有機半導体材料のナノ粒子コロイド作製と電子デバイスへの応用

理工学研究科 物質生命工学専攻  JST 分類コード：BK08, BM03, XE03

全 現九 講師 (工学博士) 

JEON, Hyeon-Gu, Senior Assistant Professor

http://www.mat.ehime-u.ac.jp/

特徴・独自性

有機 EL で代表される有機エレクトロニクスの研究において、高性能を有する有機半導体材料は一般的な溶媒

に対して難溶性であるため簡易な溶液プロセスによるデバイス作製が困難であることは長年の問題となってい

ます。我々は難溶性有機半導体材料を溶媒の中でナノ粒子化することでナノコロイドを作製し、溶液プロセスを

用いて有機薄膜トランジスタなどの電子デバイスを実現させる研究を行っています。特に、レーザーアブレーショ

ン法による有機半導体のナノコロイド作製におけるコロイドの分散安定性や粒子サイズの制御、そして作製した

コロイドを交流電気泳動着法を用いて薄膜及びデバイスを作製・評価する研究を行っています。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

従来のシリコンなどの無機半導体では実現できない、軽量で柔軟性を有する電子デバイスを安価で作製できる

のが有機エレクトロニクスの大きなメリットです。現在実用化されている有機 EL はまだ真空蒸着法を用いてデバ

イスを作製していますが、我々の技術は簡便な溶液プロセスを用いてデバイス作製が可能であるため、薄膜トラ

ンジスタや半導体ガスセンサーなどの生産に応用できると思います。

キーワード

有機半導体、ナノ粒子、コロイド、溶液プロセス、レーザーアブレーション

共同研究者

藤井 雅治 教授（理工学研究科 物質生命工学専攻）

井堀 春生 准教授（理工学研究科 物質生命工学専攻）

関連情報

特許

WO/2012/029544：｢有機半導体微粒子材料、有機半導体薄膜、有機半導体膜形成用分散液、有機半導体薄膜

の製造方法および有機薄膜トランジスタ｣（市川結, 全現九, 小熊尚実，平田直毅，河野寿夫）

特開 2011-50853：｢昇華精製装置｣（市川結, 全現九, 近藤喜成, 牧修治, 松本栄一）

特開 2011-51911：｢微小有機結晶粒子の製造方法｣（古畑智弘，石原眞興, 全現九，市川結）
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論文

Hyeon-Gu Jeon et al., “Dependence of photocurrent generation on the crystalline phase of titanyl 

phthalocyanine film in heterojunction photovoltaic cells”, Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 54, p. 

091601(1-7), 2015.

所属学会

日本応用物理学会、日本光化学協会
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次世代乾式プロセス・資源循環プロセスと機能材料開発

理工学研究科 物質生命工学専攻 機能材料工学コース

武部 博倫 教授 (工学博士) 

TAKEBE, Hiromichi, Professor

http://www.mat.ehime-u.ac.jp/labs/mpe/index.html 

特徴・独自性

【次世代乾式プロセス】グローバル規模での資源循環型社会において我々は、種々の原料品位低下，有害物質

の除去と固定化、有価金属の選択的抽出、都市鉱山・スクラップ及びリサイクル原料の利用，廃棄物処理など、

多くの課題に直面しています。本研究では、非鉄・鉄鋼製錬プロセス、石炭ガス化複合発電プロセス、ガラス溶

融プロセス、セラミックス焼成プロセスなど、高温が関係する乾式プロセスにおいて、各種反応プロセスの機構

解明、耐火物損傷プロセスの解明と新規耐火物の開発，各種スラグ融体・固化体の物性と構造についての研究

に取り組んでいます。

【未利用資源循環プロセスと機能材料化】ガラスカレット及び各種スラグを利用したレアアース濃縮・回収プロセ

スや愛媛県宇和島真珠養殖アコヤガイ構成物のリサイクルと新規機能材料の開発を行っています。

【機能性ガラス】環境調和型赤外光透過ガラス，バイオアクティブガラス（溶液中の機能性イオンの溶出速度制

御），放射性廃棄物固化ガラス、高耐食性シーリングガラスなどの新規ガラスの組成開発並びに特性と構造の

相関性に関する研究に取り組んでいます。

産学連携の可能性（想定される用途・業界）

製錬、リサイクル、耐火物、セラミックス、ガラス、エネルギー、環境関連（発電プラント、ごみ焼却、原子力発電な

ど）

キーワード

高温プロセス、融体、耐火物、スラグ、 ガラス、セラミックス、その場観察、耐食性、重金属溶出性、構造

共同研究者

斎藤 全 准教授（理工学研究科 物質生命工学専攻）

関連情報

論文

 Arman, A. Okada, and H. Takebe, "Density measurements of gasif ied coal and synthesized 

slag melts for next-generation IGCC", Fuel, Vol . 182, (2016), pp. 304-313.
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